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一
老
書
生
の
生
き
甲
斐

　
大
学
定
年
後
の
30
余
年
は
「
人
間
を
生
理
学

的
に
見
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
、
こ
れ
が
す
べ
て
の

学
問
の
中
心
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
の
岡
潔

の
言
葉
に
惹
か
れ
て
、「
人
間
科
学
」
の
道
に
入

り
込
み
、「
学
び
て
い
か
に
思
う
べ
き
か
」
の
心

境
に
と
り
憑
か
れ
て
い
ま
す
。
巨
大
化
し
た
大

脳
に
よ
っ
て
「
自
分
」
を
知
り
、「
自
意
識
」
の
価
値
判
断
で
自
然
・
環
境

と
の
調
和
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
創
ら
れ
て
い
る
の
が
人
間
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
れ
が
地
球
上
に
初
め
て
現
れ
た
心
で
生
き
る
生
物
、

人
間
の
悩
み
だ
と
思
い
知
っ
た
次
第
で
す
。

　
環
境
への
適
応
と
遺
伝
子
の
突
然
変
異
で
仕
組
ま
れ
た
悠
久
の
「
生
物
学

的
進
化
の
歴
史
」
は
、
瞬
時
に
し
て
環
境
を
変
え
得
る
「
文
化
情
報
伝
達

機
構
に
よ
る
物
質
文
明
の
進
歩
」
の
前
に
事
実
上
停
止
し
た
も
同
然
で
す
。

こ
の
地
球
上
の
生
物
誌
の
古
今
未
曽
有
の
事
態
に
気
付
か
ず
、「
自
己
抑
制
」

の
伝
統
的
子
育
て
理
念
は
破
棄
さ
れ
、
未
熟
な
大
人
が
増
え
、
理
由
な
き

殺
人
事
件
が
日
常
茶
飯
事
と
な
って
い
ま
す
。
教
育
・
道
徳
の
生
物
学
的
意

味
が
今
更
の
よ
う
に
納
得
で
き
ま
す
。「
物
質
文
明
栄
え
て
人
間
滅
び
る
！
」、

こ
の
深
刻
な
杞
憂
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
！

　
現
代
人
は
巨
大
脳
の
育
て
方
鍛
え
方
を
見
失
って
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
継
承

の
方
向
を
誤
認
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
天
賦
の
大
脳
を
フ
ル
に
使
っ
て
、

感
性
・
知
性
の「
大
調
和
」に
向
け
て
、「
自
制
で
き
る
人
間
の
時
代
、《
メ
タ
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
》」
に
羅
針
盤
を
見
直
す
べ
き
で
す
。「
学
び
て
い
か
に
思
う
べ

き
か
！
」。そ
の
目
標
は「
全
人
学
（holistic  hum

an  academ
ism

）」

の
樹
立
で
は
な
い
か
。
95
歳
の
老
書
生
に
と
って
、
こ
の
と
り
と
め
の
な
い
思

索
が
「
生
き
甲
斐
」
な
の
か
と
の
思
い
で
す
。

い
の
く
ち

き
よ
し

井
口
　
　
潔

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
　
ヒ
ト
の
教
育
の
会
理
事
長
）

散 歩 道
鶴岡市白山にて

　
山
形
県
鶴
岡
市
は
全
国
有
数
の
稲
作
地
帯
で
あ
る
庄
内
平
野
の
南
部
に
位
置
し
、

西
側
は
日
本
海
に
面
す
る
人
口
約
13
万
人
の
都
市
で
す
。

　
鶴
岡
市
白
山
で
は
特
産
物
の
枝
豆
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」
が
有
名
で
す
。
独
特
の
香

り
と
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
わ
い
の
増
す
深
み
の
あ
る
甘
さ
を
も
つ
そ
う
で
す
。
皆

さ
ん
も
白
山
に
お
出
か
け
の
際
は
、
是
非
ご
賞
味
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定

835

836837

838

西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

2016年

月号8



体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ　
理
事
長

谷　
正
之

　
相
島
の
最
高
地
点
が
高
山
（
77
ｍ
）

だ
。
島
の
周
囲
に
は
、
古
墳
群
や
巨
岩

を
は
じ
め
、
数
多
く
の
史
蹟
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
「
福
工
大
前
」
駅

か
「
新
宮
中
央
」
駅
、
ま
た
は
西
鉄
貝

塚
線
「
西
鉄
新
宮
」
駅
か
ら
、
新
宮
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
車
し
、「
相

島
渡
船
場
」
で
下
車
。
マ
イ
カ
ー
で
は
、

渡
船
場
の
有
料
駐
車
場
に
止
め
る
。
こ

こ
か
ら
町
営
渡
船
に
17
分
程
乗
り
、
渡

船
場
（
相
島
側
）
で
下
船
す
る
。

　
先
波
止
、
分
岐
①
、
龍
王
石
と
過
ぎ
、

分
岐
②
は
右
へ
。
緩
い
坂
を
3
回
程
曲

が
る
と
、「
遠
見
番
所
跡
」
標
識
が
あ

る
分
岐
③
が
あ
る
の
で
、
右
へ
上
る
。

渡
船
場
か
ら
30
分
位
で
頂
上
に
着
く
。

遠
見
番
所
跡
の
石
垣
が
あ
る
。

　
分
岐
③
に
戻
り
、
緩
い
坂
を
上
っ
て

下
り
、交
点
①
か
ら
平
坦
な
道
を
歩
く
。

頂
上
か
ら
25
分
程
で
交
点
②
に
着
く
。

左
に
少
し
入
る
と
太
閤
潮
井
の
石
が
あ
る
。

　
交
点
②
か
ら
坂
を
下
り
海
が
見
え
出

す
と
、
途
中
に
展
望
適
地
が
あ
る
。
鼻

栗
瀬
（
通
称
：
め
が
ね
岩
）
の
巨
岩
と
、

長
井
浜
の
国
史
跡
相
島
積
石
塚
群
（
古

墳
群
）
が
眺
望
で
き
る
。

　
交
点
②
か
ら
約
20
分
で
分
岐
④
を
通

過
し
、
分
岐
⑤
か
ら
西
へ
下
る
。
相
島

た
か　

 

や
ま

高
山 〈
新
宮
町
〉

超
低
山
散
歩
15

ぶ
ら
り

　

  

あ
い
の
し
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

た
か
や
ま

特　集
「
糖
尿
病
」っ
て
ど
ん
な
病
気

糖
尿
病
内
科
　
医
師

下
田
　
聖
子

し
も

だ

せ
い

こ

 

糖
尿
病
と
は
、
膵
臓
で
作
ら
れ
る

血
糖
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
低
下
あ
る
い
は
抵

抗
性
の
た
め
、
血
糖
値
が
高
く
な
り
、

全
身
に
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
病
気

で
す
。
２
０
１
２
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
と

糖
尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い

人
は
、
２
０
５
０
万
人
も
い
て
、
１

９
９
０
年
の
７
７
５
万
人
の
約
３
倍

に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
症
状
は
、
あ
る
程
度
病
気
が
進
行

し
な
い
と
現
れ
ま
せ
ん
が
、
口
渇
感
、

多
飲
・
多
尿
、
全
身
倦
怠
感
、
手
足

の
し
び
れ
、
足
が
ツ
ル
な
ど
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
健
診
で
、
糖
尿
病
の
疑

い
を
指
摘
さ
れ
、
病
院
を
受
診
さ
れ

る
人
も
最
近
は
多
い
で
す
が
、
健
診

で
み
つ
か
り
難
い
、
食
後
高
血
糖
を

伴
う
、
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
糖
尿
病
」

も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
糖
尿
病
の
合
併
症
は
、
脳
血
管
障

害
等
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
壊
疽

等
の
足
の
先
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の

寿
命
は
、
一
般
の
人
の
寿
命
と
比
較

し
て
、
約
10
年
は
短
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
治
療
の
三
本
柱
は
、①

食
事
療
法
、②
運
動
療
法
、③
薬
物
療

法
の
３
つ
で
す
。
食
事
療
法
は
、
す

べ
て
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
が
、

適
正
な
カ
ロ
リ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
摂
取
す
る
よ
う
に
心
が
け

る
事
が
大
切
で
す
。

　
糖
尿
病
の
薬
に
つ
い
て
は
、
内
服

す
る
も
の
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
等
の
注

射
す
る
も
の
ま
で
、
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
治
療
の
目
標
は
、
血
糖
値

や
体
重
、
血
清
脂
質
等
を
良
好
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
色
々
な

合
併
症
の
発
症
や
進
展
を
阻
止
し
、

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
の
質

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
維
持
し
、
健
康
な
人

と
変
わ
ら
な
い
寿
命
を
確
保
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

���������

�

���������
�������� ���������

��������������������

������������
��������������������
	����������������� �������
�����������
�����������������������
	�������
���������	�������¡¢
£
������������
��
���������������¤� ������ ¥¦��§���¨©ª���£«�¬®£

¯

�

�����

�

���

�����

�����

�����

�����

�����

�����

���

����

������

����

�����

���

���

������

�����

���

���

������

�����

���

����

������

���

����

������

�����

�������

	�����

����
�������

1

������������


2

糖尿病患者の寿命

糖尿病患者
▼

平均約10年早死にする

1981-1990年 1991-2000年

男　　　女
75.9歳　81.9歳
66.5歳　68.4歳
9.4　　13.5

A 日本人一般
B 糖尿病
　A-B（差）

男　　　女
77.6歳　84.6歳
68.0歳　71.6歳
9.6　　13.0

他の代謝異常や
metabolic syndrome
などとも関連

糖尿病は全身の血管を侵す！

（糖尿病が危険因子）
・心筋梗塞
・脳卒中
・閉塞性動脈硬化症

大血管障害

血糖コントロール
糖尿病罹病期間と相関

（糖尿病特異的）
・糖尿病神経障害
・糖尿病網膜症
・糖尿病腎症

細小血管障害

最
近
こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ
が
近
く

尿
の
量
が
多
い

以
上
に
の
ど
が
渇
く

た
く
さ
ん
食
べ
て
も

や
せ
る

手
足
が
し
び
れ
た
り
、

足
が
つ
る

空
腹
感
が
強
く

食
欲
旺
盛

だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い

糖尿病の
　自覚症状

835

836837

838

● 生きがい　8月号



▲展望適地より望む鼻栗瀬（通称：めがね岩）

小
学
校
を
過
ぎ
る
と
、
地
域
産
物
展
示

販
売
所
な
ど
が
あ
り
、
分
岐
④
か
ら
お

よ
そ
25
分
で
渡
船
場
に
帰
り
着
く
。

範
　
　
囲

歩
行
距
離

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
糟
屋
郡
新
宮
町
相
島

　
　
　
　
　
５
・
９
㎞

　
　
　
　
　
１
０
０
分

　
　
　
　
　
分
岐
④
か
ら
往
復
20
分
程

で
、
積
石
塚
群
、
鼻
栗
瀬
、
鼻
面
半
島

の
絶
壁
を
見
学
で
き
る
。

長井浜

相島積石塚群

↓

WC

高山（77m）

相島小

分岐①

分岐②

分岐④
分岐⑤

分
岐
③

龍王石

太閤潮井の石

火
葬
場

展望適地
１号墳

120号墳

販売所・食堂

・遠見番所跡
・灯台

待合所・
渡船場（相島側）

先波止 (至)渡船場（新宮側）

鼻面半島
鼻栗瀬

（めがね岩）

[相 島]

〈スタート〉

〈ゴール〉

交
点
②

交点①

 

糖
尿
病
と
は
、
膵
臓
で
作
ら
れ
る

血
糖
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
低
下
あ
る
い
は
抵

抗
性
の
た
め
、
血
糖
値
が
高
く
な
り
、

全
身
に
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
病
気

で
す
。
２
０
１
２
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
と

糖
尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い

人
は
、
２
０
５
０
万
人
も
い
て
、
１

９
９
０
年
の
７
７
５
万
人
の
約
３
倍

に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
症
状
は
、
あ
る
程
度
病
気
が
進
行

し
な
い
と
現
れ
ま
せ
ん
が
、
口
渇
感
、

多
飲
・
多
尿
、
全
身
倦
怠
感
、
手
足

の
し
び
れ
、
足
が
ツ
ル
な
ど
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
健
診
で
、
糖
尿
病
の
疑

い
を
指
摘
さ
れ
、
病
院
を
受
診
さ
れ

る
人
も
最
近
は
多
い
で
す
が
、
健
診

で
み
つ
か
り
難
い
、
食
後
高
血
糖
を

伴
う
、
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
糖
尿
病
」

も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
糖
尿
病
の
合
併
症
は
、
脳
血
管
障

害
等
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
壊
疽

等
の
足
の
先
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の

寿
命
は
、
一
般
の
人
の
寿
命
と
比
較

し
て
、
約
10
年
は
短
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
治
療
の
三
本
柱
は
、①

食
事
療
法
、②
運
動
療
法
、③
薬
物
療

法
の
３
つ
で
す
。
食
事
療
法
は
、
す

べ
て
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
が
、

適
正
な
カ
ロ
リ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
摂
取
す
る
よ
う
に
心
が
け

る
事
が
大
切
で
す
。

　
糖
尿
病
の
薬
に
つ
い
て
は
、
内
服

す
る
も
の
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
等
の
注

射
す
る
も
の
ま
で
、
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
治
療
の
目
標
は
、
血
糖
値

や
体
重
、
血
清
脂
質
等
を
良
好
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
色
々
な

合
併
症
の
発
症
や
進
展
を
阻
止
し
、

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
の
質

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
維
持
し
、
健
康
な
人

と
変
わ
ら
な
い
寿
命
を
確
保
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
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日本の糖尿病患者数

（万人）

厚生労働省「2012年国民健康・栄養調査」
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My Home Doctor 2016. AUGUST



今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
安藤（文）（予約制）／山田
大園
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉/中村
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良
非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
安藤（文）（予約制）／宮本
松尾

非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤

森園／非常勤

副島
原田（15時まで）
吉川
國武

大園
下田

高比良

原田
髙野

安藤（文）（予約制）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野

松尾

非常勤

吉川
國武

安藤（文）（予約制）
大園/松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
非常勤

川上

副島

落合
國武
山田

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

2016 AUGUST  平成28年8月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第207号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《8月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

住　所

講　師

会　費

と　き

場　所

平成28年8月27日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
医療相談室 社会福祉士　石川 としみ
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   知っておきたい施設選びのポイント 》今月の
テーマ ／
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◎場所　西陵公民館 いこいの家　◎対象　小学生夏休み子ども教室

地域づくり講座「備えあれば憂い無し！住まいの安全・防災対策」

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

◆粘土で動物を作ろう（ビーバーちゃん）

◎場所　西陵公民館 講堂　◎対象　校区住民
◎講師　パナソニック（株）出前講座

日時 8月20日（土）10：00～12：00

日時 8月31日（水）
　　 13：30～15：00

健康講話のご案内
　日頃疑問に思われていること、外
来診療ではなかなか尋ねられない
こと等、どのような質問にもお答え
致します。納得の医療を享受するの
にもきっとお役に立つことと存じま
す。なお、ご参加は自由ですので、
どうぞお気軽にお越し下さい。

■時間　午前10時から午前11時まで
■場所　本館３階会議室

※変更がある場合がございますが、
　上記のように予定しております。

月
9
10
11
12
1
2
3

24
22
26
24
28
25
25

『予防接種、肺炎について』～インフルエンザワクチン、肺炎球菌など～
『転ばないために』

（未定）
『意外と知らない健康常識のウソ、ホント』～正しいと思っていたことがまちがいかも？～

『医食同源　その６』
『中髙年を健康に生きるために』～心臓・脳・血管の病気を予防する生活～

『アルコールと消化器疾患』

國武 律子
松本 壮一
（担当者未定）

馬渡 加夜子
中垣 充
大園 慶三郎
山田 幸生

呼吸器内科医師
リハビリテーション科 作業療法士
薬剤部 薬剤師
看護部 看護部長
外科医師 院長

循環器内科医師 内科部長
消化器内科医師 副院長

日 担　　　　当 テ　　ー　　マ

◎指導　粘土工芸講師（西陵公民館サークル） 田中登美子さん
◎材料費　400円（定員10名）　◎もってくるもの　手ふき、持ち帰り用トレー
※低学年は保護者同伴でお願いします。

きりん かえる うさぎ

◆何ができるか、楽しみ工作（ポチ袋など…）日時 8月6日（土）7（日）10：00～12：00
◎指導　地域指導者 山本めぐみさん
◎材料費　無料（定員10名）
◎もってくるもの
　手ふき、持ち帰り用袋
※低学年は保護者同伴でお願いします。

いずれも、
西陵公民館に
お申し込み
　下さい。


